














宗の勝楽寺に入って同人が学んだ内容が記されていて、一六世紀後半における少年時の「読み」 「書き」の内容として、従来から注目されている。一三歳の初年時には、 『庭訓往来』 『童子教』 『実語教』など往来物の読書と併せて、 『心経』 『観音経』といった短い仏典がテキストとされている
（２）
。往来物の文体は、中国人による正格漢文ではなく、その語彙はあくまで日




を自咲、易学の名を是空、医者としては偽真と名乗った。一八歳（一五六九）の年に連歌を学び、里村紹巴（一五二五～一六〇二）による和歌形式で詠まれた連歌論「歌式目」全二三五首を書留めている。二〇歳（一五七一）の年には茶の湯や馳走に招かれる機会が多く、料理に関する知識を身につける必要を感じ、四季の食材をそ 調理法や「ツマ」と共 書付けていて、この部分は食に関する「重宝記」と見なしうる記述になっている。中国地方各地での転戦が続いた後（二二～二五歳） 、二六歳で帰国した際、某人が語る「合禁」 （食物の食べ合わせ）を読み込んだ和歌 聴いて一五首 書留めている。易学は四八歳（一五九九）の年 大坂で儒者 三に就いて学び、翌年は大坂で茶の湯 習い、 〇歳（一六〇一）の年に大坂で生薬と脈診について学んだ。医学の師承は記されていないので不明だが、その医学知識は韻文によって記され、生薬名とその性質・効能を読み込んだ「歌薬性」八〇首 続いて七表の陽脈 詠ん 七首・八裏 陰脈を詠んだ八首・九道脈を詠んだ九首・死脈を詠んだ一八首を合わせて「歌脈書」四二首からな 。更に 五九歳（一六一〇）の年には、心気佐労斎とう擬人化した病気と藪偽介白翁という自 身 擬した医 が合戦して、各種の病に打ち勝つ薬方を記した戯作「医文車輪書」を作っている。　
玉木吉保の修学過程から、彼が韻文（五七五七七の三一文字）によって多くの医薬知識を記録していることが指摘でき
る。諳誦の便 図 韻文化した医書のルーツをたどれば、中国では歌括・賦が古くから用いられていて、南宋・崔嘉言『脈訣』や元・李杲『薬性賦』といった単刊本のほか、明代医学類書にはしばしば見られ、日本で広く読まれた『万病回春』 『医学入門
（３）
』にも薬性歌・用薬賦が収録されているし、鍼灸書『鍼灸聚英』 『鍼灸大全』などでは、経絡・経穴とその主



















八〇刊） ・ 『十四経絡謡』 （ 『謡曲十四経』とも） ・ 『謡曲経絡書』など
（６）
、体内を巡る十四経絡（手足の三陰三陽と任脈・督脈）
の名称に、謡曲に準ずる節を施した本 複数出版 てい 。これは鍼灸治療従事者向けのも と考えてよいだろう。　
専門医師から非専門家への医学知識の授受がはっきりしている例としては、曲直瀬道三と戦国大名の間での養生書の授受





















































頃の修学内容は、古注を基本に新注も積極的に採用した儒書 講義を中心としつつ、仏書・国書が併講された。蔵書によってその講学の傾向を推し量れば、漢籍 九三部のうち「易」が二一部と突出した（仏書四二部、国書一七部） 道三は足利
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術を公開していった。道三が京都で講釈したテキストは、 『難経』 ＊ 全九集（真名本・仮名本） 』 、 『本草序例』 、 『医方大成論』 、＊『十五巻（十五指南篇） 』 、＊『切紙』四〇通 察病指南』 、 『医学源流』 、 『和剤指南』 、 「運気論」 「新本草古文序」 、 『明堂灸経』 、＊『丑時（老師雑話） 』 、＊『日用薬性能毒（大・小） 』 、 『明医雑著』 、 『医学正伝（或問） 崔真人脈訣
近世日本の医学にみる「学び」の展開
— 59 —
（東垣十書序） 』 、 『職原抄』 、＊『雲陣夜話』 、＊『茶話』 、＊『山居四要抜萃』 、＊『啓迪集』 、 『心経』 、＊『正心集』 、 『三体絶句』 、 『論語』 、 『三略』と医書以外の儒書・仏書・国書を含む二六種にのぼる（＊は自著） 。その講釈には毎朝一〇〇人ばかりの聴衆が詰めかけ、なかには一五～一八歳程度の年少者も多かったと伝えられている（元和頃成立の『戯言養気集』に見える逸話による） 。また一五七七年には養子玄朔に学塾啓迪院を開設させている。したがって、その講釈はかなり広く公開されていたと考えてよいであろう。　
その一方で道三は、 「対学侶宜使授与之次序」という九段階からなる「当流医学」の修学階梯を定めて、学習の進捗に応
じたテキストを設定していた。












である。道三の「切紙」は、足利における導道・三喜からの伝承、同学の聞書からの転写、聖賢の要語等からなり、一五八二年七六歳までに計四〇通に及んだ。後年、一書として編集された『切紙』 （一六四三刊）は四一ヶ条からなっていて その数量はほぼ一致し、第一～五段階の条数とも一致する。したがって第一～第五段階における「切紙伝授」は、 『切紙』の巻頭から第一段階：一〇通、第二段階：五通、第三段階：一五通、第四段階：五通、第五段階：五通と行われたと推測され、 「切紙」による基礎の上に個別分野の知識を附加していく学習システムになっていると見ることができる。初級（第一～二段階）では湯液と診断が課され 次に中級（第三～四段階）で食物と本草が加わり 上級 第五～七段階）になって始めて鍼灸が課される。最上級の『啓迪集』伝授にあたっては、 「大略熟 、而察彼心底慎勤、須授与」としている。　
実際、 『啓迪集』八巻の写本のうち古い時期に書写された伝本を調査すると、道三の自筆になる部分と道三の筆蹟とよく
似た筆蹟になる部分が見出されるケースや、全巻道三の筆蹟に似た筆蹟にな ケースが散見 る。私見によれば うした事例は、長年 わたって道三に近侍し、書体が道三に極めて似 うまでになった信頼 べき一部の門人に限って 『啓迪集』の書写が許されたことを示すも であると思う そうした一本と考えられる広島県三原市立図書館所蔵本においては、道三自筆が各巻表紙の題簽・目次 各巻頭の書題、各冊の匡郭に集中して見られ、この写本が 三の定めたフォーマットに従って道三の指示のもと複数の門人の分業 よって書写されたものと推定される。このことは道三の生前 『啓迪集』の筆写は著者によって厳格に管理 おり、無制限に公開されてはいなかっ ことを示すと考えられ 。その他、文献 よては題簽や奥書や花押 み道三自筆と見られるような写本も伝存す が、これらも著者 よる著述内容の保証を意味するものであり、自 を正確に流布する め 管理であったと考え れ 。　
上記のように、道三は啓蒙的な著述や古典テキストの講義を通して学知を公開する姿勢を示したが、 「当流医学」を記し











































 予今偶在常州而歴冬夏、編集 而 属 常宜考之
　






























の状況はどのようであっ だろうか 近世初期 刷本を中心に示せば 次のようになる。　　
第一段階： 『切紙』近世初期無刊記本、 『美濃医書』寛永期活字本
　　










































































を講じ、門下に味岡三伯・吉弘玄仍・竹中通庵等が出て、三伯門に浅井周伯（一六四三～一七〇五） ・小川朔庵・岡本一抱（一六五四～一七一六） ・井原道閲（一六四九～一七二〇）等が出た。浅井家は尾張藩医として仕官後も京都の家塾を維持した。朔庵門の堀元厚（一六八六～一七五四）や周伯 の松岡玄達（一六六八～一 四六）は、仕官せず講学 生業としその成果を出版している。本格的な木版印刷の時代を迎えて、出版業の盛行が、儒者・医者の生活を一定程度支え 。　
地方から上京した遊学生は、初め書肆などで入塾先 紹介してもらい、そのうち友人ができればその評判をもとに別の師
匠に入門し、複数の塾に出入りすることが普通であった。江村北海が予習復習する暇もないと批判的に描写しているように、早朝に医書の講義に出席し、下宿に戻って朝食を済ませ、テキストを取り換えて次は 書の講義に出席し 昼食後、別の儒書の講義 出席し、帰って医書の夕講、夕食後は本草 夜会といった具合に、学生 ち 複数 塾に通って儒学と医学を兼学する数年間を送った。 （ 『授業編』巻四・書生之 ） 。こ した儒者と医者の密接な交渉の中で近世京都の私塾は営まれ、そこに自ずから相互に影響関係も生じたと見ることができる。　
例えば、上層町衆の出身で仕官を求めず医業を兼ねず 古義堂を興して宋学的解釈から脱却し孔・孟への復古を唱えた伊
藤仁斎（一六二七～一七〇五）も、そ 門人帳の入門者や紹介者には多数の医者を見出す。京都在住で加賀藩に仕官した本草家稲生若水（一六五五～一七一五）は仁斎・東涯父子や古義堂一門 親交があっ 江戸から上 して古方派の先駆と
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医学生を多く含む遊学者の需要を満 し 地方に次々に新しい学問を供給してい と言える。　
さらに一八世紀に入る頃から 、京都での遊学成果を地方に還元するだけにとどまらず、大坂の有力商人や河内在郷の豪










































































書飜訳のために全国から洋学者を糾合するようになっ （一八一一） 。洋学者の多くは医業従事者であっ で、一八 〇年代以降になると医学館の「学び」は初期の広い視野や自由闊達さを次第に失い、古典文献へ 傾斜を強めていった。　











秋は内経医学を問う試験であった。大試業は六次の試験が課され、医学古典の注釈を指定 出題範囲を特定している。馬蒔と張介賓の注解による流布本『素問』 『霊枢』 、千田玄知翻刻（一六五二年版の覆刻）にかかる王惟一『難経集注』をあげるほか 、すべて多紀家の注釈であり（多紀元簡『傷寒論輯義』 『金匱要略輯義』 『素問識』 『霊枢識』 、多紀元胤『難経疏証』 、多紀元堅『傷寒論述義』 『金匱要略述義』 ） 、多紀家の注解が古典解釈の標準となっていた。多紀氏歴代の著作は医学館における講義用の教科書の意味を持っていたことがわかる。　
昌平坂学問所に幕臣用の寄宿寮が設けられたのと同じく、医学館でも医官子弟 ための寄宿舎が遅れて設置されたが（一




























になった。不安定な活字本の本文に、講義 反復される中で次第に本文校訂や訓法・注釈が加えられ、次代の木版印刷に安定した本文と解釈を準備する役割 果たし 。道三自 のうち、初中級テキストは講義用テキストとして早く活字印刷され後に木版と が、奥義を記した上級テキストは秘伝書としてかなり後まで写本で流通した。　
木版による附訓点漢籍 流通によって読書層は拡大したが、幕藩直轄学校は未発達であった。学問の中心地である京都の





館の教学を主導した多紀氏とそれを支えた儒者の学風を反映し、また安全確実な学術の習得という官立医学校の目的とも合致するところから、医学古典の「学び」が重視された。昌平坂学問所における異学禁令に対して、医学館では異学者の系譜が関与した。任官と試験結果をリンクさせた選抜試験が行われ、多紀氏歴代の著書が医 古典の教科書 なっていた。また、医官子弟が出席する普通レベルの講義のほかに、幕末には多紀氏の家塾に学んだ諸藩医・町医が出席する上級の講義が設けられていた。直轄化後は人事面で硬直化が見られ、ま 興隆する洋学との対立が深ま なか、直轄化以前の闊達さが損なわれた。
本稿はパリ第七大学の堀内アニック美都教授、およびハイエク・マティアス准教授の編集にかかる論文集
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 曲直瀬道三『養生誹諧』 、曲直瀬道三『養生和歌』 、甲斐徳本『喰合禁物集』 、中島仙庵『歌養生』 、津田有栄『養生要歌』 、多紀元悳『養生歌八十一首』 、大津賀仲安『合食禁歌』 、大津賀仲安 食品国歌』
　　　
【本草】
 秦駘『和歌本草』 、中林玄智『庖人集要宜禁本草之 『宜禁本草集要歌』 、 『和歌食物本草』 、中林玄智『新撰抜粋証類本草和歌』 、山岡元隣『和歌食物本草増補』 、 『和歌能毒』
　　　
【診断】 『古今拾的診候脉訣和歌』 、 『廿四脉之歌』 、 『二十七脉歌』 『経脉歌』
　　　




 曲直瀬道三『養生和歌』 」 （ 『神道史研究』四九─二、二〇〇一） 、小野裕子「曲
直瀬一渓道三『養生和歌』をめぐって
 附『養生和歌』翻刻」 （ 『立教大学大学院日本文学論叢』二、二〇〇二・〇九） 、八木意知男「論説





謡本十四経穴歌の背景」 （勉誠出版『アジア遊学』一〇五、 〇〇七・ 二）等がある。
（７）
　『中外医事新報』に二四回にわたって連載された（一九二八～三〇） 。 『研究成果報告 ワークショップ曲直瀬道三―古医書の漢文を読む』所収。
（８）
　『黄素妙論』には一五五二年に道三が松永久秀に授け 奥書をもつ写本も伝わる（東北大学狩野文庫所蔵） 。印刷本では一七世紀初期の伝嵯峨本から一九世紀にいたるまで、少なくとも五種類が存在し（長澤規矩也『図書学参考図録』第二輯、汲古書院一九七六） 、その他に古写本や版本からの転写本が残されていて、近世期 通じて流布した。
（９）











足利学校の易学に、 『周易』の解釈を教える「正伝」と占筮を教える「別伝」があったとされる（ 『鎌倉室町時代之儒教』六一一頁） 。
（
13）　






















二行二〇字有界双辺。②一六〇三年京都医徳堂守三印本。③一六〇三年曲直瀬玄朔跋京都下村生蔵印本、一二行二〇字有界双辺。④一六〇四年京都曲直瀬玄朔跋印本、一一行二〇字無界単辺。⑤一六〇三年 瀬玄朔・一六〇五年京都下村生蔵印本、一二行二〇字有界双辺。⑥一六〇四年曲直瀬玄朔跋・ 六〇七年印本、一二行二〇字有界双辺。⑦ 六〇三年医徳堂守三跋・一六一六年印本。⑧一六一六年六条鏤版印本。⑨一六二一年京都梅寿印本 巻一医学或問のみ、一一行一九字無界双辺。⑩一六二二年京都梅寿 一双辺。
（
20）　
日本で漢籍の国訳を「諺解」と称するものは、寛永中 林羅山が『三略』 『孫子』 『性理字義』 「諺解」 （いず も写本）を作ってい
るのが早く、万治・寛文以降、諺解本の出版が始まる。分野別 見 と、算学書に多数の諺解本が作 れた。医書では岡 抱（ 六五五頃～一七一 頃、近松門左衛 の実弟）が貞享～享保にかけて多く 諺解本を出版した。 「和字抄」 「和語抄」と称するものも多い。一八世紀後半になると「国字解」と称するも が増加する。
（
21）　


































含翠堂の歴史に関する研究には津田秀夫『近世民衆教育運動の展開』 （御茶の水書房一九七八） ・梅渓昇『大坂学問史の周辺』 （思文閣






31）　「執斎雑著」巻一「原（※平）野学問所之事」 （ 『日本倫理彙編』第二所収） 。
（
32）　







田中祐篤は師片山北海の三年忌に作った祭文 なかで北海の学術を、徂徠学 始めて本来の儒学 明らかにしたが、 方で道学が廃




















































 躋寿館出席留」 『日本書誌学之研究』講談社一九七一） 、一八六五～一八六八年にかけて講義された森枳園『傷寒論攷注』に記さ
れた講義の日付から、医学館 講義が最末期まで継続されていたことが知られる（拙稿「在外日本漢文資料探訪：上海・杭州」 『日本漢文学研究』一、二 〇六） 。
（
46）　
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Developments in “Learning” as Seen in Medicine in Early Modern Japan
Machi Senjurō
The popularization and dissemination of medical knowledge in elementary education in the 
medieval and early modern periods prior to the first half of the seventeenth century, when 
commercial publishing began in Japan in earnest, was such that it was already possible for a 
broad spectrum of readers to gain knowledge of health and hygiene, without having to read 
classical Chinese, from works written in verse or in the documentary style using native Japanese 
vocabulary.
　When we turn our attention to the initial stages of publishing culture and scholarship, the 
transmission of the scholarship of Manase Dōzō 曲直瀬道三 and Manase Gensaku 曲直瀬玄朔 
provides an interesting case. When compared with the scholarship of his teachers’ generation, 
which was marked by a high degree of secrecy, Dōzō, who lived in the late middle ages, made his 
knowledge publicly available through lectures on Chinese texts and so on, but he established 
stages for the study of his own works, and texts of the highest level in particular were strictly 
controlled and preserved a mode of transmission of scholarship that went back to the age of 
manuscripts.
　During the time of Gensaku, printing with wooden type made possible the printing of lecture 
texts, but the printed text was unstable, and it was revised as the lectures were repeated, with 
readings and annotations being added. This paved the way for stable texts and interpretations in 
the subsequent period of wood-block printing. Among Dōzō’s own works, elementary and 
intermediate-level texts were printed from an early stage with wooden type and later with wood-
blocks, but texts for the highest level are thought to have continued to circulate for quite a long 
time as secretly transmitted works in the form of manuscripts.
　As a result of the growth of wood-block printing, Chinese works with reading marks were 
circulating by the middle of the early modern period and their readership was growing. But an 
education system under the direct supervision of the bakuhan 幕藩 system had not yet developed, 
and private schools in Kyoto, the centre of scholarship, attracted students from all around the 
country, including many physicians’ sons, and there was close exchange between Confucianists 
and physicians. In the second half of the eighteenth century local schools were established in the 
provinces, and there was an increasing shift from Buddhism to Confucianism in the norms of daily 
life. Eclecticism was accepted as a means of surmounting the conflict between Song-Ming studies 
and the school of ancient learning, and this opened the way to “Chinese-Dutch eclecticism.”
　As domanial schools gradually increased nationally around 1800, the medical schoo（Igakukan 
医学館）in Edo 江戸 was placed under the direct supervision of the shogunate, and physicians 
were trained and selected there. Importance was attached to medical classics, as this reflected the 
scholarly approach of the Taki 多紀 family, in charge of teaching at the medical school, and of the 
Confucianists who assisted them, and it also accorded with the objectives of a government 
medical school, which aimed at the acquisition of safe and sure scholarship. Whereas studies not 
sanctioned by the shogunate were prohibited at its official academy （Shōheizaka Gakumonjo 昌平
坂学問所）, schools of learning not sanctioned by the government continued to have a place in the 
medical school. Selection examinations linking appointment to office with examination results 
were held, and books written by members of past generations of the Taki family became 
textbooks used as medical classics. In addition, lectures were divided into ordinary lectures 
attended by the sons of physicians and advanced lectures attended by medical practitioners from 
domains and cities who had studied at private schools run by members of the Taki family. After 
the medical school was placed under direct shogunal control there was a loss of flexibility over 
personnel, and as conflict with Western learning, which was growing in popularity, intensified, the 
broad-mindedness of the earlier period prior to the imposition of direct shogunal control was 
gradually lost.
